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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数種類のリモートターゲットやプロトコルが
検出された場合にも対応可能なインターフェイスを提供
する。
【解決手段】NFCデバイス１は、プロトコルが異なるNFC
デバイス１１－１乃至１１－３それぞれと非接触通信を
行う。DH２１は、複数のインターフェイスレベルのなか
から、所定のインターフェイスレベルを選択して、NFCC
２２に通知する。NFCC２２は、DH２１により通知された
インターフェイスレベルに応じて、DH２１が行う処理を
代行する。例えば、プロトコルが異なる複数の通信装置
と非接触通信を行う通信装置に適用できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非接触通信により他の通信装置とデータ交換を行うためのアプリケーションを実行する
第１の処理手段と、
　前記第１の処理手段と前記他の通信装置とを仲介するインターフェイスであって、その
レベルとして複数のインターフェイスレベルを有し、前記他の通信装置とデータの送受信
を行う第２の処理手段と
　を備え、
　前記第１の処理手段は、前記複数のインターフェイスレベルのなかから、所定のインタ
ーフェイスレベルを選択して、前記第２の処理手段に通知し、
　前記第２の処理手段は、前記第１の処理手段により通知された前記インターフェイスレ
ベルに応じて、前記第１の処理手段が行う処理を代行する
　通信装置。
【請求項２】
　前記第１の処理手段は、さらに、選択した前記インターフェイスレベルに応じた前記ア
プリケーションを起動して実行する
　請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記第１の処理手段は、前記他の通信装置との通信に使用するプロトコルごとに、前記
複数のインターフェイスレベルのなかから、前記所定のインターフェイスレベルを選択し
て、前記第２の処理手段に通知する
　請求項１に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記第２の処理手段は、所定のプロトコルに対して自身がサポートする前記インターフ
ェイスレベルを前記第１の処理手段に通知し、
　前記第１の処理手段は、前記第２の処理手段がサポートする前記複数のインターフェイ
スレベルのなかから、前記所定のインターフェイスレベルを選択して、前記第２の処理手
段に通知する
　請求項１に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記第２の処理手段は、所定のプロトコルに対して自身がサポートする前記インターフ
ェイスレベルを前記第１の処理手段に通知するとともに、前記他の通信装置との通信に使
用可能なプロトコルを通知し、
　前記第１の処理手段は、前記他の通信装置との通信に使用可能なプロトコルにおいて前
記第２の処理手段がサポートする前記複数のインターフェイスレベルのなかから、前記所
定のインターフェイスレベルを選択して、前記第２の処理手段に通知する
　請求項１に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記プロトコルは、T1T、T2T、T3T、ISO-DEP、またはNFC-DEPのいずれかである
　請求項５に記載の通信装置。
【請求項７】
　非接触通信により他の通信装置とデータ交換を行うためのアプリケーションを実行する
第１の処理手段と、前記第１の処理手段と前記他の通信装置とを仲介するインターフェイ
スであって、そのレベルとして複数のインターフェイスレベルを有し、前記他の通信装置
とデータの送受信を行う第２の処理手段とを備える通信装置の、
　前記第１の処理手段が、前記複数のインターフェイスレベルのなかから、所定のインタ
ーフェイスレベルを選択して、前記第２の処理手段に通知し、
　前記第２の処理手段が、前記第１の処理手段により通知された前記インターフェイスレ
ベルに応じて、前記第１の処理手段が行う処理を代行する
　通信方法。
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【請求項８】
　コンピュータを、
　非接触通信により他の通信装置とデータ交換を行うためのアプリケーションを実行する
第１の処理手段と、
　前記第１の処理手段と前記他の通信装置とを仲介するインターフェイスであって、その
レベルとして複数のインターフェイスレベルを有し、前記他の通信装置とデータの送受信
を行う第２の処理手段
　として機能させ、
　前記第１の処理手段は、前記複数のインターフェイスレベルのなかから、所定のインタ
ーフェイスレベルを選択して、前記第２の処理手段に通知し、
　前記第２の処理手段は、前記第１の処理手段により通知された前記インターフェイスレ
ベルに応じて、前記第１の処理手段が行う処理を代行する
　ためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信装置、通信方法、およびプログラムに関し、特に、複数種類のリモート
ターゲットやプロトコルが検出された場合にも対応可能なインターフェイスを提供するこ
とができるようにする通信装置、通信方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　IC(Integrated Circuit)カードを用いて、近距離で非接触により無線通信を行う近距離
無線通信システムが広く利用されている。例えば、電子乗車券や、電子マネーとしての利
用がよく知られている。また、最近では、非接触無線通信による電子乗車券や電子マネー
の機能を備えた携帯電話機も普及してきている。
【０００３】
　近距離無線通信システムは、世界規模で急激に普及し、国際規格にもなっている。例え
ば、国際規格としては、近接型のICカードシステムの規格であるISO/IEC 14443、およびN
FCIP(Near Field Communication Interface and Protocol)-1の規格であるISO/IEC 18092
などがある。
【０００４】
　ISO/IEC 18092による近距離無線通信には、アクティブコミュニケーションモードとパ
ッシブコミュニケーションモードとがある。アクティブコミュニケーションモードは、デ
ータを送受信する複数の通信装置のそれぞれにおいて、電磁波を出力し、その電磁波を変
調することによりデータの送信を行う通信モードである。パッシブコミュニケーションモ
ードは、複数の通信装置のうちの１の通信装置（イニシエータ）が、電磁波を出力し、そ
の電磁波を変調することによりデータの送信を行う。複数の通信装置のうちの他の通信装
置（ターゲット）は、イニシエータが出力する電磁波を負荷変調することによりデータの
送信を行う。
【０００５】
　ISO/IEC 18092のパッシブコミュニケーションモード（以下、タイプFと称する）では、
リーダライタとICカードとの間のデータ伝送に、Manchesterによるデータのエンコードが
行われる。また、タイプFでは、データの通信レートとして、212kbpsと424Kbpsが採用さ
れている。本出願人であるソニー株式会社のFeliCa（登録商標）方式は、タイプFに相当
する。
【０００６】
　また、ISO/IEC 14443のICカードシステムにおいても、例えば、タイプA、タイプBと呼
ばれている各種の通信方式がある。
【０００７】
　タイプAは、フィリップス社のMIFARE（登録商標）方式として採用されているものであ
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る。タイプAでは、リーダライタからICカードへのデータ伝送には、ミラー（Miller）に
よるデータのエンコードが行われ、ICカードからリーダライタへのデータ伝送には、マン
チェスタ（Manchester）によるデータのエンコードが行われる。また、タイプAでは、デ
ータの通信レートとして、106乃至847kbps(kilo bit per second)が採用されている。
【０００８】
　タイプBでは、リーダライタからICカードへのデータ伝送には、NRZによるデータのエン
コードが行われ、ICカードからリーダライタへのデータ伝送には、NRZ-Lよるデータのエ
ンコードが行われる。また、タイプBでは、データの通信レートとして、106kbpsが採用さ
れている。
【０００９】
　ISO/IEC 18092またはISO/IEC 14443による近距離無線通信を行う通信装置を、以下では
、NFCデバイスという。NFCデバイスを、NFCC（NFC Controller）とDH(Device Host)とに
機能的に分離し、NFCCとDHが交換するプロトコルやコマンドを定義したものがある（例え
ば、特許文献１参照）。NFCCは、アンテナを介して、リモートターゲット（ISO/IEC 1444
3のPICC（ICカード）やISO/IEC 18092のターゲット）とのRFデータの送受信を主に行い、
DHは、主にアプリケーションの実行とNFCデバイス全体の制御を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特表２００９－５１５２５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献１では、ISO/IEC 14443のタイプAまたはタイプB、ISO/IEC 180
92のタイプFなどのうち、いずれか１種類のリモートターゲットやプロトコルが検出され
た場合しか想定されていない。換言すれば、１種類のリモートターゲットやプロトコルの
みが検出される前提でのNFCCとDHとのインターフェイスとなっている。そのため、複数種
類のリモートターゲットやプロトコルが検出された場合には適用できず、複数種類のリモ
ートターゲットやプロトコルでも対応可能なNFCCとDHとのインターフェイスが望まれる。
【００１２】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、複数種類のリモートターゲッ
トやプロトコルが検出された場合にも対応可能なインターフェイスを提供することができ
るようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の一側面の通信装置は、非接触通信により他の通信装置とデータ交換を行うため
のアプリケーションを実行する第１の処理手段と、前記第１の処理手段と前記他の通信装
置とを仲介するインターフェイスであって、そのレベルとして複数のインターフェイスレ
ベルを有し、前記他の通信装置とデータの送受信を行う第２の処理手段とを備え、前記第
１の処理手段は、前記複数のインターフェイスレベルのなかから、所定のインターフェイ
スレベルを選択して、前記第２の処理手段に通知し、前記第２の処理手段は、前記第１の
処理手段により通知された前記インターフェイスレベルに応じて、前記第１の処理手段が
行う処理を代行する。
【００１４】
　本発明の一側面の通信方法は、非接触通信により他の通信装置とデータ交換を行うため
のアプリケーションを実行する第１の処理手段と、前記第１の処理手段と前記他の通信装
置とを仲介するインターフェイスであって、そのレベルとして複数のインターフェイスレ
ベルを有し、前記他の通信装置とデータの送受信を行う第２の処理手段とを備える通信装
置の、前記第１の処理手段が、前記複数のインターフェイスレベルのなかから、所定のイ
ンターフェイスレベルを選択して、前記第２の処理手段に通知し、前記第２の処理手段が
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、前記第１の処理手段により通知された前記インターフェイスレベルに応じて、前記第１
の処理手段が行う処理を代行する。
【００１５】
　本発明の一側面のプログラムは、コンピュータを、非接触通信により他の通信装置とデ
ータ交換を行うためのアプリケーションを実行する第１の処理手段と、前記第１の処理手
段と前記他の通信装置とを仲介するインターフェイスであって、そのレベルとして複数の
インターフェイスレベルを有し、前記他の通信装置とデータの送受信を行う第２の処理手
段として機能させ、前記第１の処理手段は、前記複数のインターフェイスレベルのなかか
ら、所定のインターフェイスレベルを選択して、前記第２の処理手段に通知し、前記第２
の処理手段は、前記第１の処理手段により通知された前記インターフェイスレベルに応じ
て、前記第１の処理手段が行う処理を代行するためのものである。
【００１６】
　本発明の一側面においては、第１の処理手段で、複数のインターフェイスレベルのなか
から、所定のインターフェイスレベルが選択されて、第２の処理手段に通知され、第２の
処理手段で、第１の処理手段により通知されたインターフェイスレベルに応じて、第１の
処理手段が行う処理が代行される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の一側面によれば、複数種類のリモートターゲットやプロトコルが検出された場
合にも対応可能なインターフェイスを提供することができるようにする。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明を適用した通信システムの一実施の形態の構成例を示すブロック図である
。
【図２】RFプロトコルごとの設定可能なインターフェイスレベルを示す図である。
【図３】NFCデバイス間のP2P通信のための通信レイヤーの場合のインターフェイスレベル
による処理の違いを示した図である。
【図４】各メッセージの詳細フォーマットについて説明する図である。
【図５】各メッセージの詳細フォーマットについて説明する図である。
【図６】各メッセージの詳細フォーマットについて説明する図である。
【図７】各メッセージの詳細フォーマットについて説明する図である。
【図８】各メッセージの詳細フォーマットについて説明する図である。
【図９】各メッセージの詳細フォーマットについて説明する図である。
【図１０】メッセージの一覧を示す図である。
【図１１】シーケンスの概要について説明するフローチャートである。
【図１２】Poll Modeの場合のシーケンスの詳細例を説明する図である。
【図１３】Poll Modeの場合のシーケンスの詳細例を説明するフローチャートである。
【図１４】Listen Modeの場合のシーケンスの詳細例を説明するフローチャートである。
【図１５】Listen Modeの場合のシーケンスの詳細例を説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
［本発明を適用した通信システムの構成例］
　図１は、本発明を適用した通信システムの一実施の形態の構成例を示している。
【００２０】
　図１の通信システムは、NFCデバイス１とNFCデバイス１１－１乃至１１－３により構成
される。
【００２１】
　NFCデバイス１及びNFCデバイス１１－１乃至１１－３は、ISO/IEC 18092及びISO/IEC 1
4443の両方または一方による近距離無線通信を行う通信装置である。NFCデバイス１及びN
FCデバイス１１－１乃至１１－３は、ポーリングデバイス（Polling device）、リスニン
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グデバイス（Listening device）のいずれとしても動作することができる。
【００２２】
　ポーリングデバイスは、電磁波を発生することにより、いわゆるRF(Radio Frequency)
フィールド（磁界）を形成し、リモートターゲットとしてのリスニングデバイスを検出す
るためにポーリングコマンドを送信し、リスニングデバイスからのレスポンスを待つ。換
言すれば、ポーリングデバイスは、ISO/IEC 14443のPCD(Proximity Coupling Device)の
動作、または、ISO/IEC 18092のパッシブモードのイニシエータの動作を行う。
【００２３】
　リスニングデバイスは、ポーリングデバイスがRFフィールドを形成して送信するポーリ
ングコマンドを受信すると、ポーリングレスポンスで応答する。換言すれば、リスニング
デバイスは、ISO/IEC 14443のPICCの動作、または、ISO/IEC 18092のターゲットの動作を
行う。
【００２４】
　従って、NFCデバイス１とNFCデバイス１１－１乃至１１－３それぞれは、同一のハード
ウエア構成とすることができる。
【００２５】
　なお、以下では、NFCデバイス１とNFCデバイス１１－１乃至１１－３の区別を容易にす
るため、NFCデバイス１１－１乃至１１－３それぞれを、リモートターゲット１１－１乃
至１１－３と称する。また、リモートターゲット１１－１乃至１１－３を特に区別する必
要がない場合、単にリモートターゲット１１（またはNFCデバイス１１）と称する。
【００２６】
　NFCデバイス１は、１個のDH(Device Host)２１、１個のNFCC（NFC Controller）２２、
及び、０個以上のNFCEE(NFC Execution Environment)２３を備える。NFCEE２３について
は０個以上であるから０個でもよい（省略されていてもよい）。
【００２７】
　DH２１は、NFCデバイス１全体の制御を行うとともに、NFCC２２を制御するためのコマ
ンド（CMD）を生成し、コマンドに対する実行結果を解釈する。DH２１は、NCI（NFC Cont
roller Interface）に従い、NFCC２２とメッセージを交換する。また、DH２１は、リモー
トターゲット１１とデータ交換を行うアプリケーションを実行する。アプリケーションに
は、例えば、P2P（Peer-to-Peer）通信において名刺やアドレス帳のデータ交換処理、リ
ーダライタ/ICカード間において電子マネー決済処理などを行うアプリケーションなどが
ある。なお、DH２１は、データ交換を行うアプリケーションとして、NFCC２２のインター
フェイスのレベル（インターフェイスレベル）に応じて、レベルの異なる３個のアプリケ
ーションApp(H),App(M)及びApp(L)を内部に記憶している。
【００２８】
　NFCC２２は、DH２１とリモートターゲット１１との中間に配置され、DH２１とリモート
ターゲット１１とを仲介するインターフェイスであり、DH２１やNFCEE２３がリモートタ
ーゲット１１とデータ交換できるように経路制御を行う。NFCC２２は、DH２１とリモート
ターゲット１１とを仲介するインターフェイスのレベルとして、複数のインターフェイス
レベルを有する。本実施の形態では、NFCC２２は、低レベル、中レベル、高レベルの３段
階のインターフェイスレベルを有しているものとする。NFCC２２は、NCIに従いDH２１と
メッセージを交換し、DH２１からのコマンド（CMD）に基づいて、アンテナ２４を介してR
Fデータの送受信を行う。
【００２９】
　NCIは、DH２１とNFCC２２との間のロジカルインターフェイスであり、NCIでは、後述す
る所定のフォーマットのコマンド（CMD）や通知（NTF）などが定義されている。
【００３０】
　NFCEE２３は、NFCデバイス１がリモートターゲット１１とデータ交換を行うのに必要な
処理のうち、セキュアなデータの処理及び保持を行う。図１の例では、NFCデバイス１内
に３個のNFCEE２３－１乃至２３－３が設けられている。NFCEE２３－１と２３－２は、NF
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CC２２と接続され、NFCC２２が扱うセキュアなデータの保持及び処理を行い、NFCEE２３
－３は、DH２１と接続され、DH２１が扱うセキュアなデータの保持及び処理を行う。NFCE
E２３は、NFCデバイス１内に必要な数だけ設けることができ、また不要であれば省略する
こともできる。
【００３１】
　アンテナ２４は、閉ループのコイルを構成しており、このコイルに流れる電流が変化す
ることで、電磁波（RFデータ）を出力する。
【００３２】
　以上のように構成されるNFCデバイス１は、次の３つのRFテクノロジーのうち、１つ以
上をサポートする。
<RFテクノロジー>
（１）NFC-A ・・・ISO/IEC 14443のType A通信方式
（２）NFC-B ・・・ISO/IEC 14443のType B通信方式
（３）NFC-F ・・・ISO/IEC 18092における212 kbps及び424kbpsの通信方式
　NFC-Aは、本明細書におけるISO/IEC 14443のType Aの略称であり、NFC-BはISO/IEC 144
43のType Bの略称であり、NFC-Fは、ISO/IEC 18092における212 kbps及び424kbpsの通信
方式の略称である。
【００３３】
　また、NFCデバイス１は、次の６個のRFプロトコルのうち、１つ以上をサポートする。
<RFプロトコル>
（１）T1T・・・TYPE 1 TAG PLATFORM Protocol (based on Type NFC-A)
（２）T2T・・・TYPE 2 TAG PLATFORM Protocol (based on Type NFC-A)
（３）T3T・・・TYPE 3 TAG PLATFORM Protocol (based on Type NFC-F)
（４）ISO-DEP・・・ISO-DEP Protocol (ISO/IEC 14443-4 based on Type NFC-A or NFC-
B) 
　　　　　　　　　/ TYPE 4 TAG PLATFORM Protocol (based on Type NFC-A or NFC-B)
（５）NFC-DEP・・・NFC-DEP Protocol (ISO/IEC 18092 transport protocol based on 
　　　　　　　　　　　NFC-A or NFC-F)
（６）Prop・・・独自定義のプロトコル（Proprietary Protocol）
　T1Tは、本明細書におけるTYPE 1 TAG PLATFORM Protocol (based on NFC-A)の略称であ
り、T2Tは、TYPE 2 TAG PLATFORM Protocol (based on NFC-A)の略称である。T3T、ISO-D
EP、NFC-DEP、及びPropについても同様である。
【００３４】
［インターフェイスレベルについて］
　NFCデバイス１では、リモートターゲット１１とデータ交換を行う際、そのための処理
を、DH２１とNFCC２２とで分担することができる。換言すれば、DH２１がリモートターゲ
ット１１とデータ交換を行うために必要な処理を、中間のNFCC２２に肩代わりさせること
ができる。このとき、NFCC２２が、データ交換を行うために必要な処理をどのレベルまで
肩代わりするかは、DH２１からNFCC２２に対して指定（通知）されるインターフェイスレ
ベルによって決定される。
【００３５】
　NFCC２２が有する、低レベル、中レベル、高レベルの３段階のインターフェイスレベル
のうち、高レベルは、インターフェイスとしてのNFCC２２が受け持つ処理が最も多く、低
レベルは、インターフェイスとしてのNFCC２２が受け持つ処理が最も少ない。インターフ
ェイスレベルは、RFプロトコルごとに設定することが必要であり、また、NFCC２２では、
RFプロトコルによって、設定可能なインターフェイスレベルが決められている。
【００３６】
　図２は、NFCC２２がRFプロトコルに対して設定可能なインターフェイスレベルを示して
いる。
【００３７】
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　T1T，T2T，T3Tの各RFプロトコルに対しては、低レベルのインターフェイルレベルのみ
が設定可能である。なお、RFプロトコルがT1T及びT2Tである場合のRFテクノロジーはNFC-
Aであり、RFプロトコルがT3Tである場合のRFテクノロジーはNFC-Fである。
【００３８】
　ISO-DEP, NFC-DEPの各RFプロトコルに対しては、低レベル、中レベル、高レベルのいず
れのインターフェイルレベルも設定可能である。RFプロトコルがISO-DEPである場合のRF
テクノロジーはNFC-AまたはNFC-Bであり、RFプロトコルがNFC-DEPである場合のRFテクノ
ロジーはNFC-AまたはNFC-Fである。
【００３９】
　PropのRFプロトコルに対しては、低レベルのインターフェイルレベルのみが設定可能で
ある。
【００４０】
　図３は、NFCデバイス間のP2P通信のための通信レイヤーの場合のインターフェイスレベ
ルによる処理の違いを示した図である。
【００４１】
　低レベルのインターフェイスレベルでは、NFCC２２は、ISO/IEC 18092のFrame format
，Anticollision, Bit coding, Modulation/Load modulationの機能を持つ。中レベルの
インターフェイスレベルでは、NFCC２２は，さらに、ISO/IEC 18092 transport protocol
までの機能を持つ。即ち、NFCC２２は、低レベルの機能に加え、Protocol activation/de
activation, Segmentation and reassembly, Retransmissionの機能をさらに持つ。高レ
ベルのインターフェイスレベルでは，NFCC２２は，ISO/IEC 18092 transport protocolの
上位レイヤープロトコルであるLLCP (NFC Forum Logical Link Control Protocol)までの
機能を持つ。
【００４２】
　NFCC２２のインターフェイスレベルは、これらの３段階のなかから、NFCC２２が想定す
るアプリケーションの要件やICチップのコストなどに応じて、RFプロトコルごとに適宜決
定して実装することができる。
【００４３】
　初期処理において、NFCC２２は、自身がどこまでのインターフェイスレベルをサポート
しているかについての情報をDH２１に通知する。DH２１は、NFCC２２がサポートするイン
ターフェイスレベルを把握し、NFCC２２がサポートするインターフェイスレベルのなかか
ら、DH２１が想定するアプリケーションの要件に応じて最適なインターフェイスレベルを
選択して、NFCC２２に指定する。NFCC２２が全てのインターフェイスレベルをサポートし
ている場合、DH２１は、アプリケーションがサポートする処理に応じて、最適なインター
フェイスレベルを選択することができる。例えば、DH２１が少ない処理でアプリケーショ
ンを実行したい場合には、DH２１は、高レベルのインターフェイスレベルを選択して、NF
CC２２に指定すればよい。
【００４４】
［メッセージフォーマット］
　次に、図４乃至図９を参照して、NCIとして定義されているメッセージの詳細について
説明する。
【００４５】
　メッセージには、DH２１からNFCC２２に対するCMD（コマンド）と、それに対するNFCC
２２からDH２１へのRSP（レスポンス）、及び、NFCC２２からDH２１へのNTF（通知）の３
種類がある。
【００４６】
　図４は、初期化コマンド「INIT_CMD」と初期化レスポンス「INIT_RSP」のフォーマット
を示している。
【００４７】
　初期化コマンド「INIT_CMD」は、NCIの初期化、及び、NFCC２２とDH２１の能力交換を
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行うメッセージである。初期化コマンド「INIT_CMD」には、パラメータとして、DH２１の
NCIバージョン（バージョン番号）を表す”Version”と、DH２１の能力を表す”NCI Feat
ures”が含まれる。”NCI Features”には、DH２１がサポートする通信制御機能について
情報、例えば、フローコントロール機能、カードエミュレーション機能、別メッセージ作
成機能などの有無についての情報が入力されている。
【００４８】
　初期化レスポンス「INIT_RSP」は、初期化コマンドに応答するメッセージである。初期
化レスポンス「INIT_RSP」には、パラメータとして、初期化コマンド「INIT_CMD」の応答
結果を表す”Status”、NFCC２２のNCIバージョンを表す”Version”、NFCC２２の能力を
表す”NCI Features”、及びNFCC２２のインターフェイス能力を表す”NCI Interfaces”
が含まれる。”NCI Features”には、NFCC２２がサポートする通信制御機能についての情
報、例えば、フローコントロール機能、バッテリOFFモード機能、カードエミュレーショ
ンのアプリケーション識別子を使ったルーティング機能などの有無についての情報が入力
されている。”NCI Interfaces”には、NFCC２２がサポートしているRFプロトコルごとの
インターフェイスレベルが入力されている。
【００４９】
　DH２１とNFCC２２が、初期化コマンド「INIT_CMD」と初期化レスポンス「INIT_RSP」に
よってお互いのバージョンを確認し、DH２１のバージョンがNFCC２２のバージョンと同等
か、またはそれ以上である場合、NCIに従ったメッセージのやりとりが可能である。一方
、DH２１のバージョンがNFCC２２のバージョンより低い場合、DH２１は、例えば、エラー
メッセージを出力する等のエラー処理を行う。
【００５０】
　図５は、インターフェイスレベル設定コマンド「DISCOVER_MAP_CMD」とインターフェイ
スレベル設定レスポンス「DISCOVER_MAP_RSP」のフォーマットを示している。
【００５１】
　インターフェイスレベル設定コマンド「DISCOVER_MAP_CMD」は、RFプロトコルとインタ
ーフェイスレベルの対応付けを行うメッセージである。インターフェイスレベル設定コマ
ンド「DISCOVER_MAP_CMD」には、パラメータとして、インターフェイスレベル設定データ
数［ｎ］、ｎ個のインターフェイスレベル設定データが含まれる。
【００５２】
　１つのRFプロトコルに対するインターフェイスレベル設定データには、リモートターゲ
ット１１のモード（Poll Mode/Listen Mode）を表す”Mode”、使用するRFプロトコルを
表す”Protocol”、及び使用するインターフェイスレベルを表す”Interface level”が
含まれる。即ち、１つのRFプロトコル（”Protocol”）に対して、Poll ModeとListen Mo
deのそれぞれのモードごとに、インターフェイスレベル（”Interface level”）を設定
することができる。例えば、RFプロトコルがISO-DEPでPoll Modeの場合は、中レベルのイ
ンターフェイスレベルで、RFプロトコルがISO-DEPでListen Modeの場合は、高レベルのイ
ンターフェイスレベル、というように設定することができる。従って、インターフェイス
レベル設定データの個数ｎは、最大で、RFプロトコル数の２倍となる。
【００５３】
　インターフェイスレベル設定レスポンス「DISCOVER_MAP_RSP」は、インターフェイスレ
ベル設定コマンドに応答するメッセージである。インターフェイスレベル設定レスポンス
「DISCOVER_MAP_RSP」には、応答結果を表すOK=1またはNG=0がパラメータとして含まれる
。
【００５４】
　図６は、ディスカバリ開始コマンド「DISCOVER_START_CMD」、ディスカバリ開始レスポ
ンス「DISCOVER_START_RSP」、ディスカバリ停止コマンド「DISCOVER_STOP_CMD」、及び
ディスカバリ停止レスポンス「DISCOVER_STOP_RSP」のフォーマットを示している。
【００５５】
　ディスカバリ開始コマンド「DISCOVER_START_CMD」は、リモートターゲット１１の検出
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開始を要求するメッセージである。ディスカバリ開始コマンド「DISCOVER_START_CMD」の
パラメータには、検出対象のRFテクノロジーを表す「Discovery Type」が、検出を所望す
るRFテクノロジーの数だけ含まれる。
【００５６】
　ディスカバリ開始レスポンス「DISCOVER_START_RSP」は、ディスカバリ開始コマンドに
応答するメッセージである。ディスカバリ開始レスポンス「DISCOVER_START_RSP」には、
応答結果を表すOK=1またはNG=0がパラメータとして含まれる。
【００５７】
　ディスカバリ停止コマンド「DISCOVER_STOP_CMD」は、リモートターゲット１１の検出
停止を要求するメッセージである。ディスカバリ停止コマンド「DISCOVER_STOP_CMD」に
は、パラメータはない。
【００５８】
　ディスカバリ停止レスポンス「DISCOVER_STOP_RSP」は、ディスカバリ停止コマンドに
応答するメッセージである。ディスカバリ停止レスポンス「DISCOVER_STOP_RSP」には、
応答結果を表すOK=1またはNG=0がパラメータとして含まれる。
【００５９】
　図７は、ディスカバリ選択コマンド「DISCOVER_SELECT_CMD」、ディスカバリ選択レス
ポンス「DHISCOVER_SELECT_RSP」、ディアクティベーションコマンド「DEACTIVATE_CMD」
、及びディアクティベーションレスポンス「DEACTIVATE_RSP」のフォーマットを示してい
る。
【００６０】
　ディスカバリ選択コマンド「DISCOVER_SELECT_CMD」は、RFテクノロジー（リモートタ
ーゲット１１）とRFプロトコルを選択するメッセージである。ディスカバリ選択コマンド
「DISCOVER_SELECT_CMD」のパラメータの”Target Handle”には、選択されたRFテクノロ
ジー（リモートターゲット１１）が、パラメータ”Target Port”には、選択されたRFプ
ロトコルが入力される。
【００６１】
　ディスカバリ選択レスポンス「DHISCOVER_SELECT_RSP」は、ディスカバリ選択コマンド
に応答するメッセージである。ディスカバリ選択レスポンス「DHISCOVER_SELECT_RSP」に
は、応答結果を表すOK=1またはNG=0がパラメータとして含まれる。
【００６２】
　ディアクティベーションコマンド「DEACTIVATE_CMD」は、リモートターゲット１１との
データ交換終了を要求するメッセージである。ディアクティベーションコマンド「DEACTI
VATE_CMD」には、パラメータとして、RFテクノロジーに対応する”Target Handle”、RF
プロトコルに対応する”Target Port”、及び、リモートターゲットへ送信するコマンド
である” Deactivation Type”が含まれる。
【００６３】
　ディアクティベーションレスポンス「DEACTIVATE_RSP」は、ディアクティベーションコ
マンド「DEACTIVATE_CMD」に応答するメッセージである。ディアクティベーションレスポ
ンス「DEACTIVATE_RSP」には、応答結果を表すOK=1またはNG=0がパラメータとして含まれ
る。
【００６４】
　図８は、ディスカバリ通知「DISCOVER_NTF」、アクティベーション通知「ACTIVATE_NTF
」、及び、ディアクティベーション通知「DEACTIVATE_NTF」のフォーマットを示している
。
【００６５】
　ディスカバリ通知「DISCOVER_NTF」は、リモートターゲットと、そのRFテクノロジー及
びRFプロトコルを通知するメッセージである。リモートターゲット、RFテクノロジー、及
びRFプロトコルの組み合わせは、上述したディスカバリ選択コマンド「DISCOVER_SELECT_
CMD」と同様に複数存在する場合がある。
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【００６６】
　ディスカバリ通知「DISCOVER_NTF」には、パラメータとして、NFCC２２がRFテクノロジ
ーに割り当てた番号である”Target Handle”、NFCC２２がRFプロトコルに割り当てた番
号である”Target Port”、検出されたRFテクノロジーを表す” Discovery Type”、リモ
ートターゲット１１のRFプロトコルを表す”RF Protocol”、RFテクノロジー固有パラメ
ータを表す”Technology Specific Parameters”、次のディスカバリ通知DISCOVER_NTFの
有無を表す” More”が含まれる。
【００６７】
　アクティベーション通知「ACTIVATE_NTF」は、特定のインターフェイスレベルのアクテ
ィベーション（活性化，起動）を通知するメッセージである。アクティベーション通知「
ACTIVATE_NTF」には、パラメータとして、上述した”Target Handle”、”Target Port”
、”Discovery Type”、及び” RF Protocol”と、アクティベーションパラメータを表す
”Activation Parameters”、及び、アクティベートされたインターフェイスレベルを表
す”Interface Type”が含まれる。
【００６８】
　ディアクティベーション通知「DEACTIVATE_NTF」は、特定のインターフェイスレベルの
ディアクティベーション（非活性化）を通知するメッセージである。ディアクティベーシ
ョン通知「DEACTIVATE_NTF」には、パラメータとして、上述の” Target Handle”及び”
Target Port”と、ディアクティベーションパラメータを表す”Deactivation Parameters
”が含まれる。
【００６９】
　図９は、図４乃至図８を参照して説明したメッセージの一覧を示している。
【００７０】
［シーケンスの概要］
　次に、図１０を参照して、DH２１がリモートターゲット１１とデータ交換を行う場合の
、DH２１とNFCC２２との間で行われるシーケンスの概要について説明する。
【００７１】
　DH２１がリモートターゲット１１とデータ交換を行う場合、DH２１とNFCC２２で行われ
るシーケンスは、大きく次の５つのステップから構成される。
（１）RFプロトコルに対するインターフェイスレベル設定を行う初期化処理
（２）リモートターゲット１１のディスカバリ処理
（３）インターフェイスのアクティベーション処理
（４）データ交換処理
（５）インターフェイスのディアクティベーション処理
　DH２１が複数のリモートターゲット１１とデータ交換を行う場合、複数のリモートター
ゲット１１それぞれに対して（３）乃至（５）のステップが順次実行される。
【００７２】
（１）RFプロトコルに対するインターフェイスレベル設定を行う初期化処理
　初期化処理では、DH２１が、NFCC２２のインターフェイス能力を確認した後、インター
フェイスレベル設定コマンド「DISCOVER_MAP_CMD」を送信することにより、NFCC２２のイ
ンターフェイスレベルを指定（通知）する。初期化処理は、図１０では、DH２１のステッ
プＳ１１の処理と、NFCC２２のステップＳ２１の処理に対応する。
【００７３】
（２）リモートターゲット１１のディスカバリ処理
　ディスカバリ処理は、リモートターゲット１１を検出する処理である。DH２１が、ステ
ップＳ１２において、リモートターゲット１１の検出開始を要求するディスカバリ開始コ
マンド「DISCOVER_START_CMD」をNFCC２２に送信すると、NFCC２２は、ステップＳ２２に
おいて、リモートターゲット１１を検出する処理を開始する。
【００７４】
　リモートターゲット１１の検出では，NFCC２２は、Poll ModeとListen Modeを交互に繰
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り返す。即ち、NFCC２２は、自分からポーリングコマンドを送信して相手からのレスポン
スを待ち(Poll Mode)，その後，相手からのポーリングコマンドを待つ(Listen Mode)こと
を繰り返す。
【００７５】
　Poll Modeでは、NFCC２２が、送信したポーリングコマンドに対してレスポンスを受信
した場合、リモートターゲット１１との通信リンクが確立したと見なし、そのときのモー
ド（Poll Mode）を維持する。Poll Modeでは、NFCC２２は、自分がPCDまたはInitiatorと
して振る舞い、コマンドを送信することができる。
【００７６】
　一方、Listen Modeでは、NFCC２２が、相手からのポーリングコマンドに対してレスポ
ンスを送信した場合、リモートターゲット１１との通信リンクが確立したと見なし、その
ときのモード（Listen Mode）を維持する。Listen Modeでは、NFCC２２は、自分がPICCま
たはTargetとして振る舞い、受信したコマンドに対して応答する（レスポンスを送信する
）ことができる。
【００７７】
　NFCC２２は、ステップＳ２３において、検出したリモートターゲット１１をディスカバ
リ通知「DISCOVER_NTF」によって、DH２１に通知する。NFCC２２が、複数のリモートター
ゲット１１を検出した場合には、検出した全てのリモートターゲット１１について、リモ
ートターゲット１１ごとにディスカバリ通知「DISCOVER_NTF」を送信する。
【００７８】
（３）インターフェイスのアクティベーション処理
　ディスカバリ通知「DISCOVER_NTF」を受信したDH２１は、ステップＳ１３において、受
信したもののなかから、所定の１つのリモートターゲット１１を選択し、ディスカバリ選
択コマンド「DISCOVER_SELECT_CMD」をNFCC２２に送信する。
【００７９】
　NFCC２２は、ステップＳ２４において、ディスカバリ選択コマンド「DISCOVER_SELECT_
CMD」を受信し、それに基づいて、選択された１つのリモートターゲット１１のインター
フェイスをアクティベートする。そして、NFCC２２は、ディスカバリ選択コマンド「DISC
OVER_SELECT_CMD」で選択されたリモートターゲット１１のインターフェイスがアクティ
ベートされたことを、アクティベーション通知「ACTIVATE_NTF」によってDH２１に通知す
る。
【００８０】
　なお、この処理はモードがPoll Modeでの処理であり、Listen Modeの場合には、DH２１
がリモートターゲット１１を選択することはできないので、処理が異なる。即ち、Listen
 Modeでは、NFCC２２が複数のRFテクノロジーについてステートマシンを保持する場合、N
FCC２２は、複数のRFテクノロジーで応答する。NFCC２２が1つのRFテクノロジーについて
ステートマシンを保持する場合、NFCC２２は、最初に検出したRFテクノロジーで応答する
。NFCC２２は、応答したリモートターゲット１１のインターフェイスをアクティベートし
、その旨をアクティベーション通知「ACTIVATE_NTF」によってDH２１に通知する。Listen
 Modeでは、リモートターゲット１１がコマンドを送信するので、NFCC２２は、受信した
コマンドに応じた処理を行う。
【００８１】
（４）データ交換処理
　DH２１は、NFCC２２からアクティベーション通知「ACTIVATE_NTF」を受信すると、ステ
ップＳ１４において、アプリケーションを起動する。このとき、DH２１は、NFCC２２のイ
ンターフェイスレベルに応じて、アプリケーションApp(H),App(M),App(L)のいずれかを選
択する。
【００８２】
　DH２１は、ステップＳ１５において、起動したアプリケーションにより、NFCC２２を介
してリモートターゲット１１とデータ交換を行う。NFCC２２は、ステップＳ２５において
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、DH２１とリモートターゲット１１との間でデータ交換を行う。
【００８３】
（５）インターフェイスのディアクティベーション処理
　Poll Modeでは、DH２１で起動されたアプリケーションが、アプリケーション終了時に
、ディアクティベーションコマンド「DEACTIVATE_CMD」をNFCC２２に送信する。NFCC２２
は、ステップＳ２６において、ディアクティベーションコマンド「DEACTIVATE_CMD」を受
信し、通信中のリモートターゲット１１のインターフェイスをディアクティベートし、リ
モートターゲット１１との通信リンクを切断する。
【００８４】
　一方、Listen Modeでは、NFCC２２が、通信中のリモートターゲット１１との通信リン
ク切断後、ディアクティベーション通知「DEACTIVATE_NTF」をDH２１に送信する。ステッ
プＳ１６において、DH２１は、ディアクティベーション通知「DEACTIVATE_NTF」を受信し
たとき、アプリケーションを終了する。
【００８５】
　以上では、１つのリモートターゲット１１と通信する例について大まかなシーケンスの
流れを説明した。
【００８６】
［シーケンスの詳細例（Poll Modeの場合）］
　次に、図１１乃至図１３を参照して、DH２１が複数のリモートターゲット１１とデータ
交換を行う場合の、DH２１とNFCC２２で行われるシーケンスの詳細について説明する。
【００８７】
　図１１は、リモートターゲット１１－１乃至１１－３それぞれが、サポートしているRF
テクノロジーとRFプロトコルを示している。
【００８８】
　リモートターゲット１１－１は、RFテクノロジーとしてはNFC-Aをサポートし、RFプロ
トコルとしてはISO-DEPとNFC-DEPの２つをサポートしている。リモートターゲット１１－
２は、RFテクノロジーとしてはNFC-Bをサポートし、RFプロトコルとしてはISO-DEPをサポ
ートしている。リモートターゲット１１－３は、RFテクノロジーとしてはNFC-Fをサポー
トし、RFプロトコルとしてはT3Tをサポートしている。
【００８９】
　図１１において、RFプロトコルの欄の右側に記載した”Target Handle”と”Target Po
rt”は、図１２と図１３に示す一連のシーケンスにおいて、検出したリモートターゲット
１１に対してNFCC２２が割り当てた識別子を示している。
【００９０】
[Poll Modeのシーケンス例]
　図１２及び図１３は、NFCデバイス１（NFCC２２）がPoll Modeで動作し、RFテクノロジ
ーの異なる３つのリモートターゲット１１－１乃至１１－３と通信を行うシーケンスを示
すフローチャートである。
【００９１】
　初めに、ステップＳ４１において、DH２１は、初期化コマンドINIT_CMDを送信し、NFCC
２２は、その返答として、ステップＳ４２において、初期化レスポンスINIT_RSPをDH２１
に送信する。初期化レスポンスINIT_RSPには、上述したように、NFCC２２がサポートする
RFプロトコルごとのインターフェイスレベルが含まれている。
【００９２】
　ステップＳ４３において、DH２１は、NFCC２２のサポートするRFプロトコルごとのイン
ターフェイスレベルに基づいて、RFプロトコルとインターフェイスレベルの対応付けを行
うインターフェイスレベル設定コマンドDISCOVER_MAP_CMDをNFCC２２に送信する。ステッ
プＳ４３では、DISCOVER_MAP_CMD(5,Poll,ISO-DEP Protocol, Mid I/F Level, Poll, NFC
-DEP Protocol, High I/F Level, Poll,T1T Protocol, Low I/F Level,Poll,T2T Protoco
l, Low I/F Level, Poll, T3T Protocol, Low I/F Level)が送信されている。これにより
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、Poll Modeで、RFプロトコルがISO-DEPのときには中レベル、NFC-DEPのときには高レベ
ル、T1T，T2T、及びT3Tのときには低レベルのインターフェイスレベルがNFCC２２におい
て設定される。
【００９３】
　なお、この例では、T1T,T2T、及びT3TのRFプロトコルについても設定するようになされ
ているが、T1T,T2T、及びT3TのRFプロトコルは低レベルのインターフェイスレベルしか設
定することができないので、低レベル固定とし、コマンドの送信及び設定を省略すること
ができる。
【００９４】
　また、図１２のシーケンスは、NFCデバイス１（NFCC２２）がPoll Modeで動作する例の
説明であるので、ステップＳ４３のインターフェイスレベル設定コマンドDISCOVER_MAP_C
MDでは、Listen Modeのときの各インターフェイスレベルの指定は省略されている。
【００９５】
　NFCC２２は、ステップＳ４４において、DH２１からのインターフェイスレベル設定コマ
ンドDISCOVER_MAP_CMDを了解した旨のインターフェイスレベル設定レスポンスDISCOVER_M
AP_RSPを送信する。
【００９６】
　そして、ステップＳ４５において、DH２１は、検出対象のRFテクノロジーとして、NFC-
A、NFC-B、及びNFC-Fを指定して、ディスカバリ開始コマンドDISCOVER_START_CMDをNFCC
２２に送信する。NFCC２２は、ステップＳ４６において、ディスカバリ開始コマンドDISC
OVER_START_CMDを了解した旨のディスカバリ開始レスポンスDISCOVER_START_RSPをDH２１
に送信する。
【００９７】
　そして、NFCC２２は、検出対象のRFテクノロジーとして指定されたNFC-A、NFC-B、及び
NFC-Fについて、リモートターゲット１１を検出するためのコマンドを送信する。具体的
には、ステップＳ４７において、DH２１は、NFC-A のコマンドSENS_REQを送信し、ステッ
プＳ４８において、RFフィールド内に存在するリモートターゲット１１－１から送信され
てくる、コマンドSENS_REQに対するレスポンスSENS_RESを受信する。レスポンスSENS_RES
の受信時では、リモートターゲット１１－１のRFプロトコルはまだ不明である。
【００９８】
　また、DH２１は、ステップＳ４９において、NFC-BのコマンドSENSB_REQを送信し、ステ
ップＳ５０において、RFフィールド内に存在するリモートターゲット１１－２から送信さ
れてくる、コマンドSENSB_REQに対するレスポンスSENSB_RESを受信する。レスポンスSENS
B_RESの受信により、リモートターゲット１１－２のRFプロトコルがISO-DEPであることも
把握される。
【００９９】
　また、DH２１は、ステップＳ５１において、NFC-FのコマンドSENSF_REQを送信し、ステ
ップＳ５２において、RFフィールド内に存在するリモートターゲット１１－３から送信さ
れてくる、コマンドSENSF_REQに対するレスポンスSENSF_RESを受信する。レスポンスSENS
F_RESの受信により、リモートターゲット１１－３のRFプロトコルがT3Tであることも把握
される。
【０１００】
　NFCC２２は、何らリモートターゲット１１が検出されなければ、Poll ModeとListen Mo
deを交互に繰り返すが、Poll Modeでリモートターゲット１１－１乃至１１－３が検出さ
れたので、Listen Modeの動作は行わない。
【０１０１】
　NFCC２２は、ステップＳ５３乃至Ｓ５５において、検出したリモートターゲット１１－
１乃至１１－３を通知する３個のディスカバリ通知DISCOVER_NTFをDH２１に送信する。具
体的には、ステップＳ５３では、NFCC２２は、検出されたNFC-Aのリモートターゲット１
１－１についてTarget Handleとして「TH1」、Target Portとして「TP１」を割り当て、



(15) JP 2012-118570 A 2012.6.21

10

20

30

40

50

ディスカバリ通知DISCOVER_NTFをDH２１に送信する。
【０１０２】
　ステップＳ５４では、NFCC２２は、検出されたNFC-Bのリモートターゲット１１－１に
ついてTarget Handleとして「TH2」、Target Portとして「TP2」を割り当て、ディスカバ
リ通知DISCOVER_NTFをDH２１に送信する。ステップＳ５５では、NFCC２２は、検出された
NFC-Fのターゲット１１－１についてTarget Handleとして「TH3」、Target Portとして「
TP3」を割り当て、ディスカバリ通知DISCOVER_NTFをDH２１に送信する。
【０１０３】
　ここで、ステップＳ５３とＳ５４で送信するディスカバリ通知DISCOVER_NTFでは、次も
ディスカバリ通知DISCOVER_NTFを送信するので、ディスカバリ通知DISCOVER_NTFの最後の
パラメータ”More”が「１」となっている。一方、ステップＳ５５のディスカバリ通知DI
SCOVER_NTFでは、次に送信されるディスカバリ通知DISCOVER_NTFがないので、最後のパラ
メータ”More”が「０」となっている。
【０１０４】
　なお、これ以降のシーケンスでは、DH２１とNFCC２２との間では、NFCC２２で割り当て
られたTarget HandleとTarget Portによりリモートターゲット１１が特定されて、メッセ
ージがやりとりされる。
【０１０５】
　DH２１は、ステップＳ５６において、検出されたリモートターゲット１１－１乃至１１
－３のうち、リモートターゲット１１－２との通信を選択し、”Target Handle”＝TH2、
”Target Port”＝TP2をパラメータとするディスカバリ選択コマンドDISCOVER_SELECT_CM
Dを送信する。
【０１０６】
　NFCC２２は、ステップＳ５７において、ディスカバリ選択コマンドDISCOVER_SELECT_CM
Dを受信し、そのコマンドを了解した旨のディスカバリ選択レスポンスDHISCOVER_SELECT_
RSPをDH２１に送信する。
【０１０７】
　ディスカバリ選択コマンドDISCOVER_SELECT_CMDに含まれる”Target Port”＝TP2が表
すISO-DEPのRFプロトコルに対しては、上述したインターフェイスレベル設定コマンドDIS
COVER_MAP_CMDで、中レベルのインターフェイスレベルが指定されている。中レベルのイ
ンターフェイスレベルでは、図３を参照して説明したように、プロトコルアクティベーシ
ョンはNFCC２２が行う処理となっている。
【０１０８】
　そこで、NFCC２２は、ステップＳ５８において、プロトコルアクティベーションを行う
。即ち、NFCC２２は、自身の属性（仕様）を知らせるとともに、リモートターゲット１１
－２の属性を要求するATTRIBコマンドをリモートターゲット１１－２に送信する。NFCC２
２は、ステップＳ５９において、ATTRIBコマンドの返答として、ATTAレスポンスをリモー
トターゲット１１－２から受信する。
【０１０９】
　ATTAレスポンスを受信すると、NFCC２２は、ステップＳ６０において、中レベルのイン
ターフェイスレベルでのインターフェイスのアクティベーションが完了した旨のアクティ
ベーション通知ACTIVATE_NTFをDH２１に送信する。アクティベーション通知ACTIVATE_NTF
のパラメータには、”Activation Parameters”として、受信したレスポンス「ATTA」や
、”Interface Type”として、アクティベートされたインターフェイスレベルを表す「Mi
d I/F Level activated」が含まれる。
【０１１０】
　インターフェイスのアクティベーション完了後は、ステップＳ６１において、DH２１内
の中レベルのインターフェイスレベルに対応するアプリケーションApp(M)が起動し、DH２
１とリモートターゲット１１－２（TH2）との間で、ISO-DEP（TP2）のRFプロトコルを用
いたデータ交換が行われる。
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【０１１１】
　所定のデータ交換が行われ、アプリケーションApp(M)が終了するとき、DH２１は、ステ
ップＳ６２において、ディアクティベーションコマンドDEACTIVATE_CMDをNFCC２２に送信
する。ディアクティベーションコマンドDEACTIVATE_CMDのパラメータ”Deactivation Typ
e”には、リモートターゲット１１－２へ送信するコマンドである「DESELECT」が含まれ
る。
【０１１２】
　NFCC２２は、ステップＳ６３において、ディアクティベーションコマンドDEACTIVATE_C
MDを了解した旨のディアクティベーションレスポンスDEACTIVATE_RSPをDH２１に送信する
。
【０１１３】
　そして、NFCC２２は、ステップＳ６４において、ディアクティベーションコマンドDEAC
TIVATE_CMDに含まれるパラメータ”Deactivation Type”に基づいて、DESELECTコマンド
をリモートターゲット１１－２に送信する。ステップＳ６５において、NFCC２２は、リモ
ートターゲット１１－２から、DESELECTレスポンスを受信し、インターフェイスをディア
クティベーションする。インターフェイスのディアクティベーションにより、リモートタ
ーゲット１１－２（TH2）とISO-DEP（TP2）に関連するパラメータは開放される。
【０１１４】
　図１３のステップＳ６６以降では、リモートターゲット１１－１（TH1）が通信相手と
して選択され、DH２１とリモートターゲット１１－１（TH1）との間で通信が行われる。
【０１１５】
　即ち、ステップＳ６６において、DH２１は、”Target Handle”＝TH1、”Target Port
”＝TP1をパラメータとするディスカバリ選択コマンドDISCOVER_SELECT_CMDをNFCC２２に
送信する。
【０１１６】
　NFCC２２は、ステップＳ６７において、ディスカバリ選択コマンドDISCOVER_SELECT_CM
Dを受信し、そのコマンドを了解した旨のディスカバリ選択レスポンスDHISCOVER_SELECT_
RSPをDH２１に送信する。
【０１１７】
　そして、ステップＳ６８において、NFCC２２は、パラメータTH1及びTP1に対応するリモ
ートターゲット１１－１との間で、PICC（ICカード）が複数存在する場合でも所定のPICC
を認識し、通信を行うためのアンチコリジョン（Anticollision)処理を行う。
【０１１８】
　ステップＳ６９において、NFCC２２は、RFプロトコルとしてISO－DEPとISO-DEPをサポ
ートしている旨のSEL_RES(ISO－DEP|ISO-DEP) レスポンスを、リモートターゲット１１－
１から受信する。
【０１１９】
　NFCC２２は、ISO－DEPのRFプロトコルにはTarget Portとして「TP4」を割り当て、ISO-
DEPのRFプロトコルにはTarget Portとして「TP5」を割り当てて、ステップＳ７０とステ
ップＳ７１として、ディスカバリ通知DISCOVER_NTFをDH２１に送信する。即ち、ステップ
Ｓ７０において、NFCC２２は、ディスカバリ通知DISCOVER_NTF(TH1,TP4,NFC-A,PROTOCOL_
ISO_DEP,SEL_RES,More=1)をDH２１に送信し、ステップＳ７１において、ディスカバリ通
知DISCOVER_NTF(TH1,TP5,NFC-A,PROTOCOL_NFC_DEP,SEL_RES,More=0)をDH２１に送信する
。
【０１２０】
　DH２１は、ステップＳ７２において、２つのRFプロトコルのうちのNFC-DEPを選択して
、”Target Handle”＝TH1、”Target Port”＝TP5をパラメータとするディスカバリ選択
コマンドDISCOVER_SELECT_CMDを送信する。
【０１２１】
　ステップＳ７３において、NFCC２２は、ディスカバリ選択コマンドDISCOVER_SELECT_CM
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Dを受信し、そのコマンドを了解した旨のディスカバリ選択レスポンスDHISCOVER_SELECT_
RSPをDH２１に送信する。
【０１２２】
　NFC-DEPのRFプロトコルに対しては、上述したステップＳ４３のインターフェイスレベ
ル設定において、高レベルのインターフェイスレベルが指定されている。そこで、NFCC２
２は、ステップＳ７４において、プロトコルアクティベーション（属性を要求するATR_RE
Qコマンド）とLLCPのアクティベーションを行う。
【０１２３】
　ステップＳ７５において、NFCC２２は、ATR_REQコマンドの返答としてATR_RESレスポン
スとLLCPのアクティベーションの結果を、リモートターゲット１１－１から受信する。そ
して、ステップＳ７６において、NFCC２２は、高レベルでのインターフェイスのアクティ
ベーションが完了した旨のアクティベーション通知ACTIVATE_NTFをDH２１に送信する。ア
クティベーション通知ACTIVATE_NTFのパラメータには、”Activation Parameters”とし
て、受信したレスポンス「ATR_RES」や、”Interface Type”として、アクティベートさ
れたインターフェイスレベルを表す「High I/F Level activated」が含まれる。
【０１２４】
　インターフェイスのアクティベーション完了後は、ステップＳ７７において、DH２１内
の高レベルのインターフェイスレベルに対応するアプリケーションApp(H)が起動し、DH２
１とリモートターゲット１１－１（TH1）との間で、NFC-DEP（TP5）のRFプロトコルを用
いたデータ交換が行われる。
【０１２５】
　所定のデータ交換が行われ、アプリケーションApp(H)が終了するとき、DH２１は、ステ
ップＳ７８において、ディアクティベーションコマンドDEACTIVATE_CMDをNFCC２２に送信
する。ディアクティベーションコマンドDEACTIVATE_CMDのパラメータ”Deactivation Typ
e”には、リモートターゲット１１－１へ送信するコマンドである「DSL_REQ」が含まれる
。
【０１２６】
　NFCC２２は、ステップＳ７９において、ディアクティベーションコマンドDEACTIVATE_C
MDを了解した旨のディアクティベーションレスポンスDEACTIVATE_RSPをDH２１に送信する
。
【０１２７】
　そして、NFCC２２は、ステップＳ８０において、ディアクティベーションコマンドDEAC
TIVATE_CMDに含まれるパラメータ”Deactivation Type”に基づいて、DSL_REQコマンドを
リモートターゲット１１－１に送信する。ステップＳ８１において、NFCC２２は、リモー
トターゲット１１－１から、DSL_RESレスポンスを受信し、インターフェイスをディアク
ティベーションする。インターフェイスのディアクティベーションにより、リモートター
ゲット１１－１（TH2）とNFC-DEP（TP5）に関連するパラメータは開放される。
【０１２８】
　ステップＳ８２以降では、リモートターゲット１１－３（TH3）が通信相手として選択
され、DH２１とリモートターゲット１１－３（TH3）との間で通信が行われる。
【０１２９】
　具体的には、ステップＳ８２において、DH２１は、”Target Handle”＝TH3（NFC-F）
、”Target Port”＝TP3（T3T）をパラメータとするディスカバリ選択コマンドDISCOVER_
SELECT_CMDをNFCC２２に送信する。
【０１３０】
　NFCC２２は、ステップＳ８３において、ディスカバリ選択コマンドDISCOVER_SELECT_CM
Dを受信し、そのコマンドを了解した旨のディスカバリ選択レスポンスDHISCOVER_SELECT_
RSPをDH２１に送信する。
【０１３１】
　T3TのRFプロトコルに対しては、上述したステップＳ４３のインターフェイスレベル設
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定において、低レベルのインターフェイスレベルが指定されている。低レベルのインター
フェイスレベルでは、プロトコルアクティベーションは行われない。そのため、NFCC２２
は、ステップＳ８４において、即座に、”Activation Parameters”のパラメータを「NUL
L」として、低レベルでのインターフェイスのアクティベーションが完了した旨のアクテ
ィベーション通知ACTIVATE_NTFをDH２１に送信する。
【０１３２】
　インターフェイスのアクティベーション完了後は、ステップＳ８５において、DH２１内
の低レベルのインターフェイスレベルに対応するアプリケーションApp(L)が起動し、DH２
１とリモートターゲット１１－３（TH3）との間で、T3T（TP3）のRFプロトコルを用いた
データ交換が行われる。
【０１３３】
　所定のデータ交換が行われ、アプリケーションApp(L)が終了するとき、DH２１は、ステ
ップＳ８６において、ディアクティベーションコマンドDEACTIVATE_CMDをNFCC２２に送信
する。低レベルのインターフェイスレベルでは、プロトコルアクティベーションと同様、
プロトコルディアクティベーションは行われないため、ディアクティベーションコマンド
DEACTIVATE_CMDのパラメータ”Deactivation Type”は、「NULL」となっている。
【０１３４】
　NFCC２２は、ステップＳ８７において、ディアクティベーションコマンドDEACTIVATE_C
MDを了解した旨のディアクティベーションレスポンスDEACTIVATE_RSPをDH２１に送信する
。その後、NFCC２２は、インターフェイスのディアクティベーションを行い、リモートタ
ーゲット１１－３（TH3）とT3T（TP3）に関連するパラメータを開放する。
【０１３５】
　以上のように、NFCデバイス１（DH２１とNFCC２２）は、ポーリングデバイスとして動
作し、RFプロトコルが異なる複数のリモートターゲット１１を検出することができる。そ
して、NFCデバイス１は、検出された複数のリモートターゲット１１と順次データ交換を
行うことができる。
【０１３６】
［シーケンスの詳細例（Listen Modeの場合）］
　次に、図１４と図１５を参照して、NFCデバイス１がListen Modeで動作する場合のシー
ケンスについて説明する。
【０１３７】
　なお、図１４と図１５の例では、リモートターゲット１１－３がサポートしているRFプ
ロトコルは、図１１と異なり、NFC-DEPであるとする。
【０１３８】
　初めに、ステップＳ１０１において、DH２１は、初期化コマンドINIT_CMDを送信し、NF
CC２２は、その返答として、ステップＳ１０２において、初期化レスポンスINIT_RSPをDH
２１に送信する。初期化レスポンスINIT_RSPには、上述したように、NFCC２２がサポート
するRFプロトコルごとのインターフェイスレベルが含まれている。
【０１３９】
　ステップＳ１０３において、DH２１は、NFCC２２がサポートするRFプロトコルごとのイ
ンターフェイスレベルに基づいて、RFプロトコルとインターフェイスレベルの対応付けを
行うインターフェイスレベル設定コマンドDISCOVER_MAP_CMDをNFCC２２に送信する。図１
２の例では、DISCOVER_MAP_CMD(2,Listen,ISO-DEP Protocol, Mid I/F Level, Listen, N
FC-DEP Protocol, High I/F Level)が送信され、Listen Modeで、RFプロトコルがISO-DEP
のときには中レベル、NFC-DEPのときには高レベルが指定されている。T1T，T2T、及びT3T
のRFプロトコルについては低レベル固定であるので省略されている。また、Poll Modeの
ときの各インターフェイスレベルも省略されている。
【０１４０】
　ステップＳ１０４において、NFCC２２は、DH２１からのインターフェイスレベル設定コ
マンドDISCOVER_MAP_CMDを了解した旨のインターフェイスレベル設定レスポンスDISCOVER
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_MAP_RSPをDH２１に送信する。
【０１４１】
　ステップＳ１０５において、DH２１は、検出対象のRFテクノロジーとして、NFC-A、NFC
-B、及びNFC-Fを指定して、ディスカバリ開始コマンドDISCOVER_START_CMDをNFCC２２に
送信する。NFCC２２は、ステップＳ１０６において、ディスカバリ開始コマンドDISCOVER
_START_CMDを了解した旨のディスカバリ開始レスポンスDISCOVER_START_RSPをDH２１に送
信する。
【０１４２】
　そして、NFCC２２は、検出対象のRFテクノロジーとして指定されたNFC-A、NFC-B、及び
NFC-Fについて、最初に、NFCデバイス１がPoll Modeとして動作するためのポーリングコ
マンドを送信する。具体的には、NFCC２２は、ステップＳ１０７乃至Ｓ１０９として、NF
Cデバイス１がPoll Modeとして動作するためのコマンドSENS_REQ、SENSB_REQ、SENSF_REQ
を、順次送信する。
【０１４３】
　コマンドSENS_REQ、SENSB_REQ、SENSF_REQに対するレスポンスを受信できなかったので
、次に、NFCC２２は、NFCデバイス１がListen Modeとして動作するためのポーリングコマ
ンドを検出して、応答する。
【０１４４】
　具体的には、NFCC２２は、ステップＳ１１０において、リモートターゲット１１－１か
ら送信されてきたSENS_REQコマンドを受信して、ステップＳ１１１において、SENS_RESレ
スポンスをリモートターゲット１１－１に送信する。
【０１４５】
　また、NFCC２２は、ステップＳ１１２において、リモートターゲット１１－２から送信
されてきたSENSB_REQコマンドを受信して、ステップＳ１１３において、SENSB_RESレスポ
ンスをリモートターゲット１１－２に送信する。
【０１４６】
　さらに、NFCC２２は、ステップＳ１１４において、リモートターゲット１１－３から送
信されてきたSENSF_REQコマンドを受信して、ステップＳ１１５において、SENSF_RESレス
ポンスをリモートターゲット１１－３に送信する。
【０１４７】
　NFCC２２は、ステップＳ１１６において、RFプロトコルとしてISO-DEPとNFC-DEPをサポ
ートしている旨のレスポンスSRL_RES(ISO-DEP&NFC-DEP)を、最初に検出したリモートター
ゲット１１－１に送信する。
【０１４８】
　リモートターゲット１１－１のRFプロトコルであるISO-DEPとNFC-DEPに対しては、中レ
ベル以上のインターフェイスレベルが指定されているので、NFCC２２は、リモートターゲ
ット１１－１からのプロトコルアクティベーションを待つ。そして、ステップＳ１１７に
おいて、NFCC２２は、リモートターゲット１１－１から、ATSを要求するRATS(Request fo
r Answer To Select)コマンドを受信し、それに対し、ステップＳ１１８において、ATSレ
スポンスをリモートターゲット１１－１に送信する。これにより、ISO-DEPのRFプロトコ
ルによるプロトコルアクティベーションが完了する。
【０１４９】
　RATSコマンド受信後、NFCC２２は、ステップＳ１１９において、インターフェイスのア
クティベーションが完了した旨のアクティベーション通知ACTIVATE_NTF (TH1,TP1,NFC-A,
PROTOCOL_ISO_DEP,ATS, Mid I/F Level activated)をDH２１に送信する。
【０１５０】
　ステップＳ１２０において、DH２１内の中レベルのインターフェイスレベルに対応する
アプリケーションApp(M)が起動し、DH２１とリモートターゲット１１－１（TH1）との間
で、ISO-DEP（TP1）のRFプロトコルを用いたデータ交換が行われる。
【０１５１】
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　所定のデータ交換が行われた後、ステップＳ１２１において、NFCC２２は、PCD（リー
ダライタ）としてのリモートターゲット１１－１からDESELECTコマンドを受信し、ステッ
プＳ１２２において、DESELECTレスポンスをリモートターゲット１１－１に送信する。こ
れにより、NFCC２２において、ISO-DEPのRFプロトコルを用いたインターフェイスがディ
アクティベートされる。
【０１５２】
　そして、ステップＳ１２３において、NFCC２２は、”Target Handle”＝TH1、”Target
 Port”＝TP1、”Deactivation Parameters”＝DESELECTをパラメータとして、ディアク
ティベーション通知DEACTIVATE_NTFをDH２１に送信する。ディアクティベーション通知DE
ACTIVATE_NTFを受信したDH２１は、アプリケーションApp(M)を終了する。
【０１５３】
　次に、２番目に検出され、NFCC２２において”Target Handle”＝TH2、”Target Port
”＝TP2と割り当てられたリモートターゲット１１－２との間で、データ交換が行われる
が、その処理については省略する。
【０１５４】
　次に、３番目に検出され、NFCC２２において”Target Handle”＝TH3、”Target Port
”＝TP3と割り当てられたリモートターゲット１１－３との間で、データ交換が行われる
。
【０１５５】
　図１５のステップＳ１２４において、NFCC２２は、属性を要求するATR_REQコマンドを
、リモートターゲット１１－３から受信する。NFC-DEPのRFプロトコルに対しては、上述
したステップＳ１０３において、高レベルのインターフェイスレベルが指定されている。
そこで、NFCC２２は、ステップＳ１２５において、ATR_REQコマンドの返答としてATR_RES
レスポンスを送信するとともに、LLCPのアクティベーションも行う。
【０１５６】
　プロトコルアクティベーション及びLLCPのアクティベーション終了後、ステップＳ１２
６において、NFCC２２は、アクティベーション通知ACTIVATE_NTFをDH２１に送信する。ア
クティベーション通知ACTIVATE_NTFのパラメータには、”Activation Parameters”とし
て、受信したレスポンス「ATR_RES」や、”Interface Type”として、アクティベートさ
れたインターフェイスレベルを表す「High I/F Level activated」が含まれる。
【０１５７】
　ステップＳ１２７において、DH２１内の高レベルのインターフェイスレベルに対応する
アプリケーションApp(H)が起動し、DH２１とリモートターゲット１１－３（TH3）との間
で、NFC-DEP（TP3）のRFプロトコルを用いたデータ交換が行われる。
【０１５８】
　所定のデータ交換が行われた後、ステップＳ１２８において、NFCC２２は、イニシエー
タ（リーダライタ）としてのリモートターゲット１１－３からDSL_REQコマンドを受信し
、ステップＳ１２９において、DSL_RESレスポンスをリモートターゲット１１－３に送信
する。これにより、NFCC２２において、NFC-DEPのRFプロトコルを用いたインターフェイ
スがディアクティベートされる。
【０１５９】
　そして、ステップＳ１３０において、NFCC２２は、ディアクティベーション通知DEACTI
VATE_NTFをDH２１に送信する。具体的には、NFCC２２は、”Target Handle”＝TH3、”Ta
rget Port”＝TP3、”Deactivation Parameters”＝DSL_REQをパラメータとして、ディア
クティベーション通知DEACTIVATE_NTFを送信する。ディアクティベーション通知DEACTIVA
TE_NTFを受信したDH２１は、アプリケーションApp(H)を終了する。
【０１６０】
　以上のように、NFCデバイス１（DH２１とNFCC２２）は、リスニングデバイスとして動
作し、RFプロトコルが異なる複数のリモートターゲット１１を検出することができる。そ
して、NFCデバイス１は、検出された複数のリモートターゲット１１と順次データ交換を
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行うことができる。
【０１６１】
　ISO/IEC 18092またはISO/IEC 14443による近距離無線通信を行うNFCデバイス１は、DH
２１とNFCC２２に機能的に分離されて動作する。DH２１は、主にアプリケーションの実行
とNFCデバイス１全体の制御を行う。NFCC２２は、DH２１とリモートターゲット１１の中
間に配置され、アンテナ２４を介してリモートターゲット１１（ISO/IEC 14443のPICC（I
Cカード）やISO/IEC 18092のターゲット）とのRFデータの送受信を主に行う。
【０１６２】
　DH２１は、各RFプロトコルについて、NFCC２２がサポートする複数のインターフェイス
レベルのなかから、１つのインターフェイスレベルを選択し、NFCC２２に通知（指定）す
る。複数のインターフェイスレベルは、NFCデバイス１がリモートターゲット１１とデー
タ交換を行う際に、中間に位置するNFCC２２に、どのレベルまでの処理を負担させるかに
応じて分類されている。具体的には、インターフェイスレベルが低レベル、中レベル、高
レベルの３段階に分類されているとき、高レベルはNFCC２２が受け持つ処理が最も多く、
低レベルはNFCC２２受け持つ処理が最も少ない。DH２１は、NFCC２２がサポートしている
インターフェイスレベルについての情報を取得し、NFCC２２に対して、RFプロトコルごと
に所定のインターフェイスレベルを指定する。そして、DH２１は、指定したインターフェ
イスレベルに対応するレベルのアプリケーションAppを起動して実行する。これにより、D
H２１は、NFCC２２が実行可能な処理については分担させることで、アプリケーション処
理の実行に専念することができる。また、NFCC２２がより高度のインターフェイスレベル
をサポートしている場合には、できるだけ高度のインターフェイスレベルに設定すること
で、NFCC２２とDH２１が、より高度のインターフェイスレベルによるデータ交換（DH２１
のアプリケーションにとって処理のしやすい単位でのデータ交換）ができるようになる。
これにより、リモートターゲット１１とNFCデバイス１が、効率よくデータ交換を行うこ
とができる。
【０１６３】
　NFCC２２は、ポーリングデバイスとして動作する場合、ポーリングコマンドを送信して
複数のリモートターゲット１１を検出する（ディスカバリする）と、検出された全てのリ
モートターゲット１１をDH２１に通知（ディスカバリ通知DISCOVER_NTF）する。そして、
検出された複数のリモートターゲット１１のなかから、通信を行うリモートターゲット１
１が１つずつ順にDH２１によって選択され、通信（アプリケーションによるデータ交換）
が実行される。選択された各リモートターゲット１１に対しては、インターフェイスのア
クティベーション、インターフェイスレベルに応じたアプリケーションの実行（起動と終
了を含む）、インターフェイスのディアクティベーションの動作が行われる。これにより
、RFテクノロジーまたはRFプロトコルが異なる、複数のリモートターゲット１１と効率よ
くデータ交換を行うことができる。
【０１６４】
　一方、NFCC２２は、リスニングデバイスとして動作する場合、通信リンクを確立した複
数のリモートターゲット１１に対して、検出した順で順番に、通信相手としてリモートタ
ーゲット１１を選択する。NFCC２２は、選択したリモートターゲット１１のRFプロトコル
に対応するインターフェイスをアクティベートし、DH２１に通知（アクティベーション通
知ACTIVATE_NTF）する。DH２１は、アクティベーション通知されたリモートターゲット１
１のインターフェイスレベルに応じて、アプリケーションを実行する（起動と終了を含む
）。従って、通信リンクを確立した複数のリモートターゲット１１と、順次、通信（アプ
リケーションによるデータ交換）が実行される。これにより、RFテクノロジーまたはRFプ
ロトコルが異なる、複数のリモートターゲット１１と効率よくデータ交換を行うことがで
きる。
【０１６５】
　上述した例では、リモートターゲット１１とDH２１がデータ交換を行うために必要な処
理を、NFCC２２が、所定のRFプロトコルに対して指定されたインターフェイスレベルに応
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じて代行する例について説明した。
【０１６６】
　しかし、リモートターゲット１１とDH２１とのデータ交換処理においても、NFCC２２が
、所定のRFプロトコルに対して指定されたインターフェイスレベルに応じて、DH２１が行
うべき処理を代行する場合がある。
【０１６７】
　例えば、NFCデバイス１がReader/Writer modeで、NFCC２２がアクティベートしたイン
ターフェイスのレベルが高レベルである場合、NFCC２２は、NDEFデータへアクセスできる
ようにするための処理を、DH２１に代わって実行する。ここで、NDEFデータは、アプリケ
ーションが利用する共通のデータフォーマットであるNDEF(NFC Data Exchange Format)の
データである。
【０１６８】
　NDEFデータへアクセスできるようにするためのコマンドを規定するTag Operationのな
かの、Type3についての仕様であるNFC FORUM Type 3 Tag Operationの例で具体的に説明
する。NFC FORUM Type 3 Tag Operationでは、NDEFデータを読み出す場合、Polling Comm
and/ResponseとCheck Command/Responseが、リモートターゲット１１とNFCデバイス１と
の間でやりとりされる。このCheck Command/Responseの交換は、NDEFデータのサイズに応
じて複数回行われることがある。複数回のCheck Command/Responseの交換が行われた場合
、複数回のCheck Command/Responseにより取得されたデータを結合したデータがNDEFデー
タとなる。
【０１６９】
　NFCC２２のインターフェイスレベルが高レベルであるとき、NFCC２２は、Polling Comm
and/Responseと１回以上のCheck Command/Responseを主体的に実行する。そして、複数回
のCheck Command/Responseの交換が行われた場合、NFCC２２は、その複数回のCheck Comm
and/Responseにより取得されたデータを結合し、NDEFデータを生成する。一方、NFCC２２
のインターフェイスレベルが中レベルまたは低レベルである場合には、NFCC２２は、DH２
１から供給されるPolling Command/Responseや１回以上のCheck Command/Responseの中継
だけを行う。複数回のCheck Command/Responseにより取得されたデータからNDEFデータを
生成する処理もDH２１が行う。
【０１７０】
　本明細書において、フローチャートに記述されたステップは、記載された順序に沿って
時系列的に行われる場合はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくとも、並列に、あ
るいは呼び出しが行われたとき等の必要なタイミングで実行されてもよい。
【０１７１】
　なお、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表す
ものである。
【０１７２】
　本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１７３】
　１　NFCデバイス，　１１－１乃至１１－３　NFCデバイス（リモートターゲット），　
２１　DH(Device Host)，　２２　NFCC（NFC Controller），　２３　NFCEE(NFC Executi
on Environment)，　App(H),App(M),App(L)　アプリケーション
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